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東雲公園 (1964)東雲公園 (1964)

八坂公園 (1967)八坂公園 (1967)新玉公園 (1966)新玉公園 (1966)

南味酒公園 (1967)南味酒公園 (1967)

清水公園 (1963)清水公園 (1963)
萱町公園 (1965)萱町公園 (1965)

幸町公園 (1966)幸町公園 (1966)

木屋町公園 (1962)木屋町公園 (1962)

西須賀公園 (1968)西須賀公園 (1968)

三本柳公園 (1970)三本柳公園 (1970)大加賀地区
区画整理 (1961-)
大加賀地区
区画整理 (1961-)

小栗公園 (1968)小栗公園 (1968)

北吉田公園 (1969)北吉田公園 (1969)

若宮公園 (1970)若宮公園 (1970)

正円寺公園 (1971)正円寺公園 (1971)

南吉田公園 (1971)南吉田公園 (1971)

津田公園 (1972)津田公園 (1972)

宮前公園 (1972)宮前公園 (1972)

住吉公園 (1973)住吉公園 (1973)

会津公園 (1973)会津公園 (1973)

東垣生公園 (1973)東垣生公園 (1973)

中須賀公園 (1974)中須賀公園 (1974)
内浜公園 (1975)内浜公園 (1975)

内浜地区区画整理 (1971)内浜地区区画整理 (1971)

溝辺公園 (1976)溝辺公園 (1976)

椿公園 (1972)椿公園 (1972)

中村公園 (1972)中村公園 (1972)

祓川公園 (1974)祓川公園 (1974)

吉藤公園 (1973)吉藤公園 (1973)

丁地公園 (1976)丁地公園 (1976) 山越公園 (1984)山越公園 (1984)

八白公園 (1973)八白公園 (1973)

西垣生公園 (1976)西垣生公園 (1976)

日分公園 (1976)日分公園 (1976)

古川公園 (1975)古川公園 (1975)

高岡第一公園 (1976)高岡第一公園 (1976)

北久米七区公園 (1981)北久米七区公園 (1981)

経石山公園 (1982)経石山公園 (1982)

三津公園 (1948)三津公園 (1948)

城山公園 (1874)城山公園 (1874)

道後公園 (1888)道後公園 (1888)

久万ノ台緑地 (1983)久万ノ台緑地 (1983)

石手川緑地 (1914)石手川緑地 (1914)

東石井団地 (1962)東石井団地 (1962)

星岡新団地 (1978)星岡新団地 (1978)

星岡団地 (1980)星岡団地 (1980)

越智団地 (1962)越智団地 (1962)

西石井団地 (1965)西石井団地 (1965)
椿野団地 (1964)椿野団地 (1964)泉団地 (1965)泉団地 (1965)

和泉団地 (1963)和泉団地 (1963)
和泉西団地 (1966)和泉西団地 (1966)

和泉北団地 (1967)和泉北団地 (1967)

一ノ宮団地 (1967)一ノ宮団地 (1967)
椿団地 (1963)椿団地 (1963)

市坪住宅市坪住宅

朝日ヶ丘公園 (1981)朝日ヶ丘公園 (1981)

高崎公園 (1982)高崎公園 (1982)

北久米八区公園 (1982)北久米八区公園 (1982)

今在家公園 (1982)今在家公園 (1982)

松山総合公園 (1970)松山総合公園 (1970)

枝松公園 (1983)枝松公園 (1983)

西石井公園 (1983)西石井公園 (1983)

東山公園 (1984)東山公園 (1984)

鴨川公園 (1984)鴨川公園 (1984)

北古川公園 (1973)北古川公園 (1973)

来住公園 (1985)来住公園 (1985)
今在家団地 (1972)今在家団地 (1972)

土居団地 (1970)土居団地 (1970)

大新田地区
区画整理 (1973)
大新田地区
区画整理 (1973)

石風呂地区区画整理 (1982)石風呂地区区画整理 (1982)

市域：88.5 km2　人口：120,091 人
行政区（●年時点）

基準地区

湯月公園 (1954)湯月公園 (1954)

29m-
22m-
18m-

15m-
11m-

都市計画道路（1965 年決定）

施設（1985 年時点）
公園緑地（供用開始年）
新設都市公園数 :67 か所 , 面積 :447.2 km2　

住居地域

用途地域（1965 年指定）

商業地域

工業地域

公営住宅（整備年）
新設公営住宅戸数：944 戸

準工業地域

合併の履歴
　1940（昭和 15）年：三津浜町 , 和気村 , 久枝村 , 堀江村 , 潮見村 , 味生村 , 桑原村
　1944（昭和 19）年：道後湯之町 , 生石村 , 垣生村

市域：288.0 km2　人口：311,724 人

行政区（●年時点）

基準地区

合併の履歴
　1954（昭和 29）年：興居島村 , 余土村
　1955（昭和 30）年：久米村 , 湯山村 , 伊台村 , 五明村
　1959（昭和 34）年：浮穴村
　1961（昭和 36）年：小野村
　1962（昭和 37）年：石井村

市域 18.0 km2　人口：88,500 人
行政区（●年時点）

基準地区
29m-
18m-
15m-

11m-
-11m

都市計画道路（1934 年決定）

施設（1934 年時点）
公園緑地（供用開始年）
新設都市公園数 :3 か所 , 面積 :0.89km2　

合併の履歴
　1889（明治 22）年：市制施行
　1908（明治 41）年：朝美村 , 雄郡村 , 素鵞村 , 道後村の各一部
　1923（大正 12）年：道後村の一部
　1926（大正 15）年：朝美村 , 雄郡村 , 素鵞村 , 御幸村
　1932（昭和   7）年：道後湯之町の一部

都市計画道路（1946 年決定）

施設（1947 年時点）
公園緑地（供用開始年）
新設都市公園数 :10 か所 , 面積 :46.8km2　

住居地域

用途地域（1947 年指定）

商業地域

工業地域

29m-
18m-
15m-

11m-
-11m

下図：旧版地形図 (1948, 国土地理院 ) 下図：旧版地形図 (1948, 国土地理院 ) 下図：旧版地形図 (1968, 国土地理院 )

１）1934（昭和 9）年の松山市
　戦前、1934（昭和 9）年の松山市域は、城下町を基盤とする現在の中心市街地とその
ひとまわり外側の農地や丘陵地を含むエリアであった。道後温泉地区は、道後湯之町と
して独立していたが、都市計画道路は接続されており、都市公園も整備されていた。

２）1947（昭和 22）年の松山市
　1940 年代に入ると、松山市は三津浜町及び道後湯之町を合併し、その範囲を拡大して
いった。終戦後、松山市中心部では戦災復興事業が行われ、前述の通り区画整理や街路
整備、公園整備を行われた。戦前に計画決定されていた都市計画道路は、合併後の市域
に交通網を張り巡らせる中で、特に三津浜方面の港湾部工業地帯との接続が意図されて
いた。また、三津浜との接続は、古くからの名所である梅津寺や興居島等への動線でも
あり、観光振興の側面もあったと考えられる。

３）1965（昭和 40）年の松山市
　戦災復興事業が一通り完了した 1960 年中頃までに、松山市はさらに町村合併を行っ
た。特に、中心市街地南部に広がる農村地域である余土村、石井村、久米村は、合併と
同時に市街地化が急速に進行した。この際、住宅供給のために団地整備や住宅地環境整
備のための公園整備が進められている。また、戦前から松山市の経済圏域として着目さ
れていた三津浜でも市街地化が進行し、用途地域の設定と公園整備が進められているの
がわかる。都市計画道路は自動車需要の増大や郊外の市街化を見据えて、放射状型の街
路網を目指した松山環状線の計画が特徴的である。

参考文献
・松山市の市町村合併に関するハンドブック
・「松山市の都市計画道路 -計画と整備 -」（柏谷増男 ,2020）
・国土交通省都市公園リスト
・松山市市営住宅管理センターHP（https://www.matsuyama-shiteikanri.com/list/）
・愛媛県県営住宅一覧表（https://www.pref.ehime.jp/h41000/5747/kenjyuu/kanrikosu.html）

（１）合併と都市計画区域の変遷
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